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１）衝撃圧縮力を利用した洗浄
機械力は汚れの除去に関しどのような働きをしているのか、水流と布の屈曲の観点から調べている。

２）ポリ（α-ヒドロキシアクリル酸ナトリウム）の油汚れに対する洗浄効果と生分解性
カルボン酸系水溶性ポリマーの実用性をめざして研究している。

３）洗浄における粘土鉱物の利用
親水性のスメクタイト、親油性のタルクの効果的な利用性を検討している。

４ ）インジゴデニムの酵素処理におけるスメクタイトの汚染防止効果（黒崎白土工業（株）との連携
）

汚染防止効果の機構を探っている。

５）天然色素による染色
ラック色素による綿繊維の染色、Papelillo抽出色素の染色性、土壌染色の有効な方法を調べ

て
いる
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